
2025年度 公開研究授業＆講演会

三⽥学園
中学校・高等学校

 本間 朋弘氏

横浜創英中学・高等学校 校長

⽇時
２０２５年１０⽉６⽇（⽉） 
受付：１０時〜

TEL：079-564-2291 FAX：079-564-3130

【タイムスケジュール】

お申込みは右のQRから
お願いいたします。

〒669-1535 三⽥市南が丘 2-13-65

10:00 受付開始
10:30 学校長挨拶、事務連絡
10:45 ⾒学教室へ移動開始
11:00 公開研究授業

（50分間）

11:50 授業終了 

（昼食休憩）

12:50 意⾒交換会
 

（50分間）

13:40 意⾒交換会終了、⼩寺ホールへ移動
14:00 教育講演会（90分 質疑応答含む）

本間 朋弘氏

「働き方改⾰を変えて学び方を変える

ー学校改⾰ー」

15:30 質疑応答終了
15:40 閉会、学校長挨拶

【お申し込み】

 早稲⽥⼤学教育学部卒業後、神奈川県の公立高校に29年間在職し、最後の９
年間は学⼒進学重点校で進学体制の構築に励むとともに、⽇本史の受験指導に

邁進し、参考書を多数執筆。

 今から12年前に県職を退職し、学校法人堀井学園 横浜創英中学・高等学校
に転身。学びを⽣徒の主体に移譲し、社会とつながる実学的な学びを重んじた

カリキュラムを構築。学校が変われば社会も変わることを信じて、教育を本気

で変える学校改⾰に取り組んでいる。

 その⼀方で、働き方改⾰を、「⽬的である学校改⾰を為すための⼿段にすぎな

い」と位置づけ、学校改⾰の前段としての組織的な働き方改⾰を進めた。学校

にとどまらず、⾃治体や民間の教育機関など, 積極的に講演活動を⾏い、新しい
学校像の共有に努めている。

 主な著書に「働き方を変えて  学び方を変える  学校改⾰」(時事通信社)など。

＊お⾞の駐⾞スペースはございません。

 公共交通機関でご来場ください。



2025年度 公開研究授業 について
●開催⽇時 ２０２５年１０⽉６⽇（⽉）１１時００分 〜 １１時５０分

●開催場所 三⽥学園中学・高等学校 各教室

●研究授業テーマ  「⽣徒が主体的に学ぶ授業デザインの構築と実践」

●⽬的 ・教師中心の⼀斉授業型から、⽣徒を中心に据え、⽣徒個々の状況に応じた授業デザインを展開し、  
 学びの質を向上させる。
・様々な価値観や方法論に触れる機会を作ることで、⾃らの経験や思い込みからの脱却を図る。

●授業科⽬とテーマ（中高ともに中学新館教室での実施）

中学・数学 学ぶための対話（数学ガールの秘密より）

中学・英語① コンテンツベースの英語学習 〜Britannica Schoolの活⽤〜

中学・英語② “What is it”コミュニケーションゲーム

中学・探究 地域プロジェクト。略して「ちいぷろ」

中学・*STREAM ライントレースカーのプログラミング。関数の扱い方。

高校・公共 金融の動き 〜これからの人⽣で「金融」はどのような役割を持つか〜

高校・古典探究 『枕草子』「⼆⽉つごもりごろに」・謎解きの楽しさは考えることにある。

高校・化学 ⼀斉から選択へ〜多様な学びを育む⾃由進度型学習の実践〜

高校・情報 条件設定で絞り込む分析：表計算ソフトの利⽤

＊時間割については、当⽇変更になる可能性もあります。ご了承ください。

●意⾒交換会 実施について

開催時間：１２時５０分〜１３時４０分（５０分間）

開催場所：中学新館各教室

*STREAM：STEAM教育にRobotics（ものづくり）を加えた本校独⾃の授業

⽣徒支援 発達特性のある⽣徒の心の理解と支援について

⽣徒主体
各校での⽣徒の主体性を育む取り組みとその効果について

 ⽣徒の主体性を引き出すための⼯夫やアイデアなど

入試広報
「みんなでつくる“うちの学校”」
〜⽣徒主体の発信で広がる共感〜

⽣徒指導

「令和の⽣徒指導に必要なものは？」

〜多様性を尊重する時代で、現場で⾏き詰まる⽣徒指導にど

う向き合うのか〜

教務

定期考査は本当に必要か？

 〜定期考査の役割と多⾓的な学⼒評価の可能性〜

校内フリースクールの実践と履修認定の在り方

教育全般
今後の学校教育で学校が担うべき役割・教員が担うべき役割

人⼝減少と向き合う学校教育


